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ソ
ヴ
ェ
ト
同
盟
共
産
党
新
綱
領
に
駆
け
る

労
働
者
階
級
独
裁
の
問
題
に
つ
い
て

柳

春

生

問
　
題
　
の
　
提
　
起

　
　
　
一
九
六
一
年
十
月
ソ
同
盟
共
産
党
第
二
二
回
大
会
で
採
択
さ
れ
た
「
ソ
ヴ
ェ
ト
同
盟
共
産
党
綱
領
」
は
、
一
九
一
七
年
十
月
社
会
主
義

　
　
革
命
に
よ
っ
て
樹
立
さ
れ
た
ソ
ヴ
ェ
ト
国
家
の
本
質
を
な
す
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
独
裁
が
自
己
の
歴
史
的
使
命
、
社
会
主
義
社
会
の
建
設
の
完

　
　
了
、
を
果
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
自
己
の
存
在
理
由
を
喪
失
し
、
そ
れ
を
つ
う
じ
て
ソ
ヴ
ェ
ト
社
会
主
義
国
家
は
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
独
裁
の
国

　
　
家
か
ら
全
人
民
国
家
へ
の
転
化
の
時
期
に
入
っ
た
、
と
い
う
こ
と
を
確
認
し
た
。
す
な
わ
ち
－
一

　
　
　
「
社
会
主
義
革
命
に
よ
っ
て
生
ま
れ
た
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
独
裁
は
、
ソ
同
盟
に
お
け
る
社
会
主
義
の
勝
利
を
保
障
し
て
、
世
界
史
的

　
　
役
割
を
は
た
し
た
。
と
同
時
に
、
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
独
裁
そ
の
も
の
が
、
社
会
主
義
建
設
の
過
程
で
変
化
を
と
げ
た
。
搾
取
階
級
が
根
絶
ざ

　
　
れ
た
た
め
に
、
搾
取
階
級
の
反
抗
を
抑
圧
す
る
と
い
う
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
独
裁
の
一
つ
の
機
能
は
消
滅
し
た
。
そ
し
で
、
社
会
主
義
国
家
の

　
　
お
も
な
機
能
　
　
経
済
的
・
組
織
的
機
能
と
文
化
的
・
教
育
的
機
能
i
が
全
面
的
に
発
展
し
た
。
社
会
主
義
国
家
は
そ
の
発
展
の
新
し

説　
．
い
時
期
に
は
い
っ
た
。
国
家
が
、
社
会
主
義
社
会
の
勤
労
者
の
全
人
民
的
組
織
に
成
長
転
化
す
る
過
程
が
は
じ
ま
っ
た
．
プ
ロ
レ
タ
リ
ア

論　
　
民
主
主
義
は
、
ま
す
ま
す
全
人
民
的
、
社
会
主
義
的
民
主
主
義
に
転
化
し
て
き
た
。
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労
働
者
階
級
は
、
自
己
の
権
力
を
永
久
化
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
な
い
史
上
唯
一
の
階
級
で
あ
る
。

説　
　
　
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
独
裁
は
、
共
産
主
義
の
第
一
段
階
で
あ
る
社
会
主
義
の
完
全
で
最
終
的
な
勝
利
と
共
産
主
義
の
全
面
的
な
建
設
へ
の
社

論　
　
会
の
移
行
と
を
保
障
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
馬
そ
の
歴
史
的
使
命
を
は
た
し
お
わ
り
、
国
内
的
発
展
の
任
務
か
ら
み
て
、
ソ
同
盟
で
は
必
要

　
　
で
は
な
く
な
っ
た
。
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
独
裁
の
国
家
と
し
て
生
ま
れ
た
国
家
は
、
今
日
の
あ
た
ら
し
い
段
階
で
は
、
全
人
民
の
国
家
、
全
人

　
　
民
の
利
益
と
意
志
と
を
表
現
す
る
機
関
に
変
わ
っ
た
。
労
働
者
階
級
は
、
ソ
ヴ
ェ
ト
社
会
の
も
っ
と
も
先
進
的
な
、
組
織
さ
れ
た
勢
力
で

　
　
あ
る
以
上
、
共
産
主
義
の
全
面
的
建
設
期
に
お
い
て
も
、
指
導
的
役
割
を
は
た
す
の
で
あ
る
。
労
働
者
階
級
が
、
社
会
の
指
導
者
と
し
て

　
　
の
そ
の
機
能
を
は
た
し
お
わ
る
の
は
、
手
爪
産
主
義
が
建
設
さ
れ
て
、
階
級
が
消
滅
す
る
と
き
で
あ
る
。

　
　
　
党
は
、
労
働
者
階
級
の
独
裁
が
国
家
の
死
滅
以
前
に
必
要
で
な
く
な
る
と
い
う
立
場
に
た
っ
て
い
る
。
全
人
民
の
組
織
と
し
て
の
国
家

　
　
は
、
共
産
主
義
が
完
全
に
勝
利
す
る
ま
で
存
続
す
る
で
あ
ろ
う
。
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

　
　
　
新
綱
領
は
、
ソ
同
盟
に
お
い
て
社
会
主
義
建
設
が
完
全
に
か
っ
最
後
的
に
な
し
と
げ
ら
れ
、
共
産
主
義
の
全
面
的
建
設
へ
の
移
行
が
開

　
　
始
さ
れ
た
こ
と
を
契
機
と
し
て
、
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
独
裁
の
機
能
が
解
消
し
、
全
人
民
的
国
家
へ
の
転
化
が
お
こ
っ
た
、
と
い
う
こ
と
を
示

　
　
す
こ
と
に
よ
っ
て
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
独
裁
の
歴
史
に
新
し
い
理
論
的
内
容
を
附
暫
し
た
、
と
い
い
う
る
で
あ
ろ
う
。
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
独
裁
の

　
　
理
論
は
、
マ
ル
ク
ス
・
エ
ン
ゲ
ル
ス
に
よ
っ
て
「
共
産
党
宣
言
」
に
お
い
て
古
典
的
形
態
に
お
い
て
創
始
さ
れ
、
西
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
労
働

　
　
者
階
級
の
革
命
的
闘
争
の
歴
史
的
経
験
を
素
材
と
し
て
深
め
ら
れ
た
。
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
独
裁
に
か
ん
す
る
マ
ル
ク
ス
・
エ
ン
ゲ
ル
ス
の
理

　
　
論
は
、
西
欧
で
な
く
、
ロ
シ
ア
の
社
会
民
主
労
働
党
に
お
い
て
継
承
さ
れ
、
一
九
一
七
年
十
月
社
会
主
義
革
命
に
よ
る
ソ
ヴ
ェ
ト
国
家
の

　
　
樹
立
、
旧
い
生
産
関
係
の
変
革
と
い
う
深
刻
な
社
会
革
命
の
経
験
を
つ
う
じ
て
レ
ー
ニ
ン
に
よ
っ
て
完
成
さ
れ
た
。
ス
タ
ー
リ
ン
は
、
ソ

　
　
同
盟
に
お
け
る
社
会
主
義
建
設
の
経
験
に
も
と
づ
い
て
、
主
と
し
て
そ
の
論
文
「
レ
ー
ニ
ン
主
義
の
基
礎
に
つ
い
て
」
、
　
「
レ
ー
ニ
ン
主

　
　
義
の
諸
問
題
に
よ
せ
て
」
の
な
か
で
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
独
裁
に
か
ん
す
る
レ
ー
ニ
ン
の
理
論
を
総
括
し
た
。
こ
の
総
括
を
つ
う
じ
て
提
起
さ
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れ
た
ス
タ
ー
リ
ン
の
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
独
裁
の
理
論
は
ヴ
ィ
シ
ン
ス
キ
ー
に
よ
っ
て
踏
襲
さ
れ
、
そ
の
労
作
「
国
家
と
法
の
理
論
上
の
諸
問

　
題
」
の
な
か
の
諸
論
文
に
お
い
て
詳
論
さ
れ
、
一
般
化
さ
れ
た
。

　
　
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
独
裁
の
問
題
は
、
東
南
欧
諸
国
お
よ
び
中
国
に
お
け
る
人
民
民
主
主
義
革
命
と
国
家
の
性
格
に
か
ん
す
る
論
争
の
な
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
一
）

　
で
、
理
論
的
、
実
践
的
に
反
省
さ
れ
た
。
こ
の
論
争
を
つ
う
じ
て
、
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
独
裁
の
問
題
は
、
社
会
主
義
建
設
と
関
連
し
て
提
起

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
二
）

　
さ
れ
る
べ
き
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。
し
か
し
、
こ
の
問
題
の
理
論
的
発
展
は
、
一
九
五
六
年
二
月
ソ
同
盟
共
産
党
第
二
〇
回
大
会
に
お
け

　
る
ス
タ
ー
リ
ン
の
個
人
崇
拝
の
徹
底
的
な
批
判
「
個
人
崇
拝
と
そ
の
結
果
に
つ
い
て
」
、
な
ら
び
に
同
年
七
月
三
十
日
同
党
中
央
委
員
会

　
総
会
の
決
定
「
個
人
崇
拝
の
克
服
お
よ
び
そ
の
結
果
に
つ
い
て
」
を
端
初
と
し
て
展
開
さ
れ
た
。
こ
の
大
会
で
フ
ル
シ
チ
ョ
フ
、
ミ
コ
ヤ

　
　
ン
に
よ
っ
て
提
起
さ
れ
、
つ
づ
い
て
各
国
の
共
産
党
に
お
い
て
国
際
的
に
討
論
ざ
れ
た
問
題
は
、
社
会
主
義
革
命
と
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
独
裁

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ニ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
へ

　
　
の
形
態
に
か
ん
す
る
問
題
で
あ
っ
た
。
こ
れ
に
た
い
し
て
、
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
独
裁
の
本
質
の
究
明
は
、
中
国
革
命
の
経
験
に
立
脚
し
て
、

　
　
ス
タ
ー
リ
ン
の
果
し
た
役
割
を
正
し
く
評
価
し
、
批
判
し
た
、
毛
沢
東
「
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
独
裁
の
歴
史
的
経
験
に
つ
い
て
」
、
　
「
ふ

　
　
た
た
び
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
独
裁
の
歴
史
的
経
験
に
つ
い
て
」
の
な
か
で
発
展
せ
し
め
ら
れ
、
つ
づ
い
て
、
一
九
五
七
年
十
一
月
十
ニ
カ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
国
共
産
党
・
労
働
者
党
モ
ス
ク
ワ
会
議
の
宣
言
に
お
い
て
問
題
点
が
収
約
さ
れ
た
。
　
一
九
五
九
年
遅
同
盟
共
産
党
第
二
一
回
大
会
は
、
ソ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
ら

　
同
盟
が
新
し
い
歴
史
的
時
期
、
共
産
主
義
の
全
面
的
建
設
の
期
時
に
入
っ
た
こ
と
を
確
認
し
、
社
会
主
義
か
ら
共
産
主
義
へ
の
移
行
期
に

　
　
お
け
る
社
会
主
義
国
家
の
理
論
を
具
体
的
に
提
起
し
た
が
、
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
独
裁
に
か
ん
す
る
問
題
は
、
即
自
的
に
は
提
起
さ
れ
ず
、
発

　
　
　
ん
　

　
　
展
を
み
な
か
っ
た
。

　
　
　
こ
の
よ
う
に
、
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
独
裁
の
問
題
史
を
概
観
す
る
と
き
、
ソ
同
盟
共
産
党
第
二
二
回
大
会
で
採
択
さ
れ
た
同
党
新
綱
領
に
お

説　
　
け
る
前
掲
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
独
裁
に
か
ん
す
る
テ
ー
ゼ
が
い
か
に
創
造
的
な
内
容
の
も
の
で
あ
る
か
が
理
解
さ
れ
る
。
そ
れ
は
、
プ
ロ
レ
タ

論　
　
リ
ア
独
裁
に
か
ん
す
る
新
し
い
、
厳
格
な
理
論
構
成
を
要
求
し
て
お
り
、
そ
の
た
め
に
は
、
マ
ル
ク
ス
・
・
エ
ソ
ゲ
ル
ヌ
の
古
典
的
学
説
、
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就
中
ツ
ー
ニ
ン
の
理
論
の
再
検
討
が
要
請
さ
れ
る
。
昨
年
新
綱
領
草
案
が
発
表
さ
れ
る
と
と
も
に
開
始
さ
れ
、
綱
領
採
択
以
後
い
ま
な
お

説　
　
続
け
ら
れ
て
い
る
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
独
裁
と
金
人
民
困
家
の
特
質
に
か
ん
す
る
討
論
は
、
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
独
裁
の
珊
論
を
全
面
的
に
発
展
せ

論　
　
し
め
た
．
就
中
、
ア
・
ブ
テ
ソ
コ
「
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
独
裁
の
歴
史
的
使
命
」
　
（
「
コ
ン
ム
ニ
ス
ト
」
誌
、
一
九
六
一
．
年
第
一
四
号
）
、
ぺ

　
　
・
エ
ス
。
ロ
マ
ー
シ
ュ
キ
ソ
「
ソ
同
盟
共
産
党
綱
領
草
案
に
お
け
る
国
家
と
法
の
発
展
の
諸
問
題
」
　
（
「
ソ
ヴ
ェ
ト
国
家
と
法
」
誌
、
一

　
　
九
六
一
年
第
一
〇
号
）
、
デ
・
イ
・
チ
エ
ス
ノ
コ
フ
「
ソ
同
盟
共
産
党
綱
領
と
マ
ル
ク
ス
・
レ
ー
ニ
ン
主
義
理
論
の
若
千
の
問
題
」
、

　
　
（
「
ソ
同
盟
共
産
党
史
の
諸
問
題
し
、
一
九
六
一
年
第
六
〇
号
）
、
エ
フ
・
イ
・
カ
リ
ニ
ツ
エ
フ
「
社
会
主
義
園
家
の
基
本
的
特
徴
と
そ

　
　
の
概
念
規
定
」
　
（
「
ソ
ヴ
ェ
ト
小
家
と
法
」
誌
、
一
九
六
二
年
第
二
号
）
、
エ
ム
・
ぺ
・
シ
ェ
ン
ド
リ
ク
「
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
独
裁
の
歴
史

　
　
的
役
割
」
　
（
「
ズ
ナ
ニ
エ
」
、
哲
学
第
ニ
シ
リ
ー
ズ
、
一
九
六
二
年
）
、
ア
・
ボ
ー
ヴ
ィ
ン
「
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
独
裁
の
国
家
か
ら
全
人
民

　
　
国
家
へ
し
　
（
「
コ
ン
ム
ニ
ス
ト
」
、
一
九
六
二
年
第
五
号
）
、
ア
・
ぺ
・
ゴ
ス
ィ
ッ
ィ
ン
「
ソ
ヴ
ェ
ト
社
会
主
義
国
家
の
発
展
の
基
本
的

　
　
段
階
に
つ
い
て
」
　
（
「
ソ
ヴ
ェ
ト
国
家
と
法
」
、
一
九
六
二
年
第
三
〇
号
）
、
閑
。
罵
ω
6
7
口
ω
ω
巴
。
び
勺
『
〇
三
Φ
日
①
α
碧
竃
藁
葺
巴
ω
。
〒

　
　
冨
巨
岩
ω
梓
尻
6
ゲ
Φ
昌
o
D
冨
舞
ω
け
ず
①
O
ユ
Φ
一
己
ピ
8
葺
①
自
①
ω
昌
2
①
昌
℃
H
O
σ
q
【
9
ヨ
ヨ
ω
α
Φ
憎
国
b
α
ω
午
（
ω
冨
象
二
巳
菊
Φ
o
耳
・
お
①
N
・
ご
ア
・

　
　
イ
・
レ
ペ
シ
ュ
キ
ン
「
全
人
民
困
家
と
そ
の
基
本
的
特
質
」
　
（
「
ソ
ヴ
ェ
ト
国
家
と
黒
し
、
一
九
六
二
年
第
九
号
）
、
ア
・
べ
・
コ
ス
ィ

　
　
ツ
イ
ン
「
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
独
裁
の
歴
史
的
役
割
」
　
（
「
ソ
同
盟
共
産
党
史
の
諸
問
題
」
、
一
九
六
二
年
第
五
号
）
、
　
「
共
産
主
義
の
全
面

　
　
的
建
設
の
時
期
に
お
け
る
社
会
主
義
的
国
家
組
織
の
発
展
の
諸
問
題
」
　
（
「
哲
学
の
諸
悶
題
」
誌
、
一
九
六
二
年
第
八
号
）
、
が
注
目
す

　
　
べ
き
労
作
と
し
て
あ
げ
ら
れ
る
。
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
独
裁
か
ら
全
人
民
国
家
へ
の
移
行
に
か
ん
す
る
問
題
の
研
究
は
、
ソ
ヴ
ェ
ト
憲
法
改
正

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
の
核
心
と
な
る
意
味
で
き
わ
め
て
重
要
で
あ
る
。

　
　
　
さ
ら
に
、
一
九
六
一
年
七
月
に
採
択
さ
れ
た
日
本
共
産
党
新
綱
領
は
、
日
本
の
当
面
す
．
る
革
命
を
日
本
の
労
働
者
お
よ
び
人
民
に
た
い

　
　
し
て
敵
対
的
関
係
に
あ
る
ア
メ
リ
カ
帝
国
主
義
と
日
本
独
占
資
本
の
支
配
に
反
抗
す
る
、
新
し
い
民
主
主
義
革
命
と
娩
定
し
、
さ
ら
に
こ
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の
革
命
が
社
会
主
義
革
命
へ
の
移
行
の
路
線
を
き
り
ひ
ら
く
役
割
を
も
つ
こ
と
を
確
認
し
つ
つ
、
日
本
人
民
の
最
後
的
解
放
は
、
プ
ロ
レ

タ
リ
ア
独
裁
と
社
会
主
義
の
建
設
に
よ
っ
て
保
障
さ
れ
る
、
と
規
定
し
た
。
　
「
社
会
主
義
社
会
は
共
産
主
義
社
会
の
第
一
段
階
で
あ
る
。

こ
の
段
階
に
お
い
て
は
人
に
よ
る
人
の
い
っ
さ
い
の
搾
取
が
根
絶
さ
れ
、
階
級
に
よ
る
社
会
の
分
裂
は
お
わ
る
。
」

　
よ
っ
て
、
こ
の
よ
う
な
問
題
意
識
と
以
上
に
総
括
し
た
研
究
の
成
果
に
も
と
づ
き
、
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
独
裁
の
本
質
に
か
ん
す
る
理
論
上

の
問
題
点
を
検
討
す
る
。

（
一
）

　
　
　
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
独
裁
の
基
本
的
観
念
は
、
マ
ル
ク
ス
・
エ
ン
ゲ
ル
ス
に
お
け
る
科
学
的
社
会
主
義
の
古
典
的
の
学
説
の
な
か
で
定
立
さ

　
　
れ
た
。
彼
等
は
、
　
「
共
産
党
宣
言
」
に
お
い
て
、
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
独
裁
を
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
が
ブ
ル
ジ
ョ
ア
ジ
ー
に
た
い
し
て
お
こ
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ
　
　
へ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

　
　
う
階
級
闘
争
の
発
展
過
程
の
う
ち
に
位
置
づ
け
、
そ
し
て
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
と
全
社
会
と
が
解
放
さ
れ
る
た
め
の
政
治
的
条
件
と
し
て

　
　
規
定
し
た
。
　
「
宣
言
」
は
、
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
独
裁
の
歴
史
的
使
命
を
階
級
一
般
の
廃
止
に
み
て
い
る
。
　
「
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
は
、
ブ
ル

　
　
ジ
ョ
ア
ジ
ー
と
の
闘
争
に
お
い
て
必
然
的
に
み
つ
か
ら
を
階
級
に
結
合
し
、
革
命
に
よ
っ
て
み
つ
か
ら
支
配
階
級
と
な
り
、
そ
し
て
支
配

　
　
階
級
と
し
て
強
制
的
に
旧
生
産
関
係
を
廃
止
す
る
が
、
ま
た
こ
の
生
産
関
係
と
と
も
に
階
級
の
対
立
の
存
在
条
件
を
、
階
級
一
般
を
廃
止

　
　
し
、
そ
れ
に
よ
っ
て
ま
た
階
級
と
し
て
の
彼
自
身
の
支
配
を
も
廃
止
す
る
。
階
級
と
階
級
対
立
と
を
と
も
な
う
旧
ブ
ル
ジ
ョ
ア
社
会
に
か

　
　
わ
っ
て
、
各
人
の
自
由
な
発
展
が
万
人
の
自
由
な
発
展
の
条
件
と
な
る
よ
う
な
、
一
つ
の
協
同
社
会
が
あ
ら
わ
れ
る
。
」

　
　
　
マ
ル
ク
ス
は
、
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
独
裁
を
、
資
本
主
義
社
会
を
階
級
の
な
い
社
会
主
義
社
会
に
変
革
す
る
た
め
の
禎
秤
と
し
て
把
握
す

剃
る
・
そ
れ
ゆ
え
に
・
プ
。
多
リ
ア
独
裁
は
・
恒
久
的
箸
の
も
の
で
は
な
く
・
資
本
制
生
産
様
式
の
上
場
か
ら
共
肇
義
社
会
に
い
た

払
柵
　
　
　
、
、
　
、
　
、
　
、
、

　
　
る
過
渡
期
の
権
力
た
る
意
義
を
も
つ
。
　
「
資
本
主
義
社
会
と
共
産
主
義
社
会
と
の
あ
い
だ
に
は
、
前
者
か
ら
後
者
へ
の
革
命
的
転
化
の
時
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論説
期
が
あ
る
．
こ
の
時
期
に
照
応
し
て
ま
た
政
治
上
の
過
渡
期
が
あ
る
．
こ
の
時
期
の
国
家
は
、
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
；
ト
の
革
命
的
独
裁
以
外

の
な
に
も
の
で
も
あ
り
え
な
い
．
」
　
（
マ
ル
ク
ス
「
ゴ
ー
タ
ー
綱
領
批
判
」
）
こ
の
よ
う
に
、
マ
ル
ク
ス
に
お
い
て
は
、
北
ハ
産
主
義
社
会

は
無
階
級
社
会
と
し
て
把
握
さ
れ
て
い
る
．
し
か
も
、
共
産
主
義
社
会
は
、
必
要
に
応
ず
る
分
配
が
可
能
と
な
る
高
次
の
段
階
（
本
来
の

意
味
で
の
共
産
主
義
社
会
）
と
労
働
に
応
ず
る
分
配
の
み
が
可
能
な
生
産
力
し
か
．
小
さ
な
い
低
次
の
段
．
階
（
い
わ
ゆ
る
社
会
主
義
）
と
に

区
別
さ
れ
て
い
る
。
だ
か
ら
、
マ
ル
ク
ス
は
、
資
本
主
義
社
会
か
ら
、
階
級
的
対
立
と
差
異
と
が
完
全
に
廃
棄
さ
れ
る
社
会
主
義
社
会
に

い
た
る
過
渡
期
の
権
力
の
必
然
性
に
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
独
裁
の
本
質
を
み
た
．

　
労
働
者
階
級
の
目
標
は
、
共
産
主
義
社
会
の
・
樹
立
で
あ
り
、
し
た
が
っ
て
こ
の
階
級
の
歴
史
的
使
命
は
社
会
の
全
勤
労
者
を
共
産
主
義

に
導
く
こ
と
に
あ
る
。
こ
の
見
地
に
た
っ
て
、
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
独
裁
の
歴
史
的
役
割
は
、
共
産
主
義
の
第
一
段
階
た
る
社
会
主
義
の
建
設

を
完
成
し
、
そ
れ
に
よ
っ
て
資
本
主
義
に
内
在
す
る
矛
盾
、
す
な
わ
ち
人
に
よ
る
人
の
搾
取
と
、
な
ら
び
に
そ
の
基
盤
．
と
な
る
社
会
の
階

級
的
分
裂
と
に
終
止
符
を
う
つ
こ
と
に
あ
る
．
　
こ
の
理
念
に
も
と
づ
き
、
一
九
〇
三
年
に
採
択
さ
れ
た
ロ
シ
ア
社
会
民
主
労
働
党
綱
領

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ
　
　
　
も
　
　
　
へ

は
、
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
独
裁
を
社
会
革
命
の
不
可
欠
の
条
件
と
し
て
規
定
し
た
。
そ
し
て
、
こ
の
不
滅
の
命
題
は
、
社
会
主
義
の
建
設
と
い

う
任
務
を
か
か
げ
た
一
九
一
九
年
の
ロ
シ
ア
共
産
党
綱
領
に
と
り
入
れ
ら
れ
た
。
レ
ー
ニ
ン
の
述
べ
る
よ
う
に
、
「
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
じ
　

の
独
裁
を
つ
う
じ
る
よ
り
ほ
か
に
は
人
類
は
社
会
主
義
へ
到
達
す
る
も
の
で
は
な
い
。
」
そ
れ
ゆ
え
に
、
こ
ん
ど
の
策
三
の
綱
領
－
i
共

産
主
義
建
設
の
綱
領
は
、
　
「
社
会
主
義
革
命
の
勝
利
と
社
会
主
義
建
設
に
と
っ
て
不
可
欠
の
条
件
は
、
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
と
マ
ル
ク
ス

・
レ
ー
ニ
ン
主
義
政
党
の
指
導
で
あ
る
。
」
と
よ
り
明
確
に
規
定
す
る
。
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
独
裁
な
く
し
て
は
、
資
本
主
義
的
生
産
関
係
を

社
会
主
義
的
生
産
関
係
に
変
革
す
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
。
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（
二
）

　
　
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
独
裁
の
理
論
は
、
ロ
シ
ア
に
お
け
る
社
会
主
義
革
命
と
社
会
主
義
建
設
の
実
践
の
過
程
に
お
い
て
そ
の
内
容
を
具
体
的

　
　
に
豊
か
に
し
た
。
ま
つ
、
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
独
裁
の
本
質
は
ど
の
よ
う
に
理
解
せ
ら
る
べ
き
で
あ
ろ
う
か
。

　
　
　
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
独
裁
と
い
う
概
念
の
基
本
的
内
容
は
、
そ
れ
が
労
働
者
階
級
と
い
う
一
つ
の
階
級
の
権
力
で
あ
る
、
と
い
う
点
に
あ
．

　
　
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
レ
ー
ニ
ン
の
述
べ
る
と
こ
ろ
を
み
よ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
　
　
ヘ
　
　
カ

　
　
　
「
政
治
的
支
配
を
そ
の
手
中
に
握
っ
た
階
級
は
、
こ
の
支
配
を
単
独
で
握
る
こ
と
を
意
識
し
て
こ
れ
を
握
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
つ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
八
）

　
　
は
、
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
独
裁
の
概
念
の
な
か
に
含
ま
れ
て
い
る
。
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
も
　
　
ヘ

　
　
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
独
裁
は
、
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
の
社
会
主
義
革
命
の
権
力
で
あ
る
。
こ
の
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
の
単
独
の
権
力
は
、
ス

　
　
タ
ー
リ
ソ
に
よ
っ
て
「
権
力
を
他
の
階
級
と
わ
か
た
な
い
し
、
ま
た
、
わ
か
っ
こ
と
の
で
き
な
い
一
つ
の
階
級
、
す
な
わ
ち
プ
ロ
レ
タ
リ

　
　
　
　
　
　
　
　
（
九
）

　
　
ア
階
級
の
権
力
」
と
規
定
さ
れ
、
ヴ
ィ
シ
ン
キ
ス
ー
に
よ
っ
て
「
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
は
、
他
の
階
級
と
の
あ
い
だ
に
政
治
的
支
配
権
を
わ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
一
〇
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
一
｝
）

　
か
た
な
い
し
、
ま
た
わ
か
っ
こ
と
が
で
き
な
い
。
」
と
説
明
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
解
釈
は
今
口
に
お
い
て
も
承
認
さ
れ
う
る
。
そ
れ
で

　
　
は
、
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
が
い
か
な
る
他
の
階
級
と
も
権
力
を
わ
か
た
な
い
、
し
た
が
っ
て
、
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
の
党
、
共
産
党
が
他

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
一
二
）

　
　
の
諸
政
党
と
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
独
裁
の
な
か
で
の
指
導
を
わ
か
ち
え
な
い
、
と
い
う
こ
と
は
い
か
な
る
根
拠
に
よ
っ
て
肯
定
さ
れ
う
る
で
あ

　
　
ろ
う
か
。

　
　
　
こ
の
理
由
は
、
　
「
共
産
党
宣
言
」
の
「
今
日
ブ
ル
ジ
ョ
ア
ジ
ー
に
対
立
し
て
い
る
す
べ
て
の
階
級
の
な
か
で
、
ひ
と
り
プ
ロ
レ
タ
リ
ア

説　
　
ー
ト
だ
け
が
真
に
革
命
的
な
階
級
で
あ
る
」
と
い
う
命
題
に
よ
っ
て
説
明
さ
れ
う
る
。
一
九
〇
三
年
ロ
シ
ア
社
会
民
主
労
働
党
策
二
回
大

論
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
、
・

　
　
会
に
お
け
る
党
綱
領
の
審
議
に
際
し
、
　
レ
ー
ニ
ン
は
、
　
「
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
独
裁
の
必
要
を
認
め
る
こ
と
は
、
ひ
と
り
プ
翼
壁
タ
リ
ア
ー

29　（1●293）　293



渦澗

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぬ
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
も
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
へ
　
　
し
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
リ
　
　
ヘ
　
　
へ

惑
眺
が
真
に
革
命
的
蔭
墾
。
あ
る
と
い
う
『
共
産
廻
・
皿
、
口
』
の
魑
と
、
も
っ
と
も
緊
密
に
、
粗
鉱
右
切
な
い
よ
，
つ
に
結
び
つ
い
鱗

て
い
る
の
で
あ
聖
．
．
」
と
述
べ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
労
働
者
階
級
の
み
が
社
会
‡
諾
能
様
式
の
意
識
的
至
当
者
で
あ
る
・
」
と
、
収
．

彼
の
み
が
社
室
諾
労
黒
闇
と
羅
性
を
楚
つ
け
げ
し
い
る
、
と
い
う
理
由
に
よ
る
．
・
」
の
視
占
｛
か
り
、
房
働
蕪
級
は
・
し
の
段
脚

階
に
お
い
て
社
霧
的
生
産
饗
の
獲
の
担
当
茸
、
あ
・
Q
な
さ
り
、
自
己
の
懸
を
実
現
』
し
、
社
会
⊥
諾
原
理
で
能
を
再
漉
獣

し
な
が
ら
、
他
の
す
べ
て
の
諸
階
級
を
支
配
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
彼
は
自
己
の
社
会
主
義
的
生
産
様
式
を
一
般
化
す
る
使
命
を
も
つ

　
　
　
　
バ
ワ

て
い
る
、
」
と
い
う
ブ
テ
ン
コ
の
説
明
は
肯
定
さ
れ
る
。

　
だ
が
、
資
本
⊥
義
社
会
の
社
会
⊥
義
的
再
編
成
を
志
向
す
る
労
働
者
階
級
の
権
力
は
、
労
働
者
階
級
の
利
益
ば
か
り
で
な
く
、
非
プ
ロ
レ

タ
リ
ア
全
勤
労
者
の
利
益
を
も
表
現
す
る
、
な
ぜ
な
ら
、
両
者
の
根
本
的
な
利
益
は
一
致
す
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
に
、
こ
の
利
害
の

一
致
が
労
働
者
階
級
と
非
プ
・
ロ
レ
タ
リ
ア
勤
労
大
衆
、
就
中
曲
辰
民
階
級
と
の
階
級
的
同
盟
を
可
能
な
ら
し
め
る
、
労
働
者
階
級
の
権
力
は

自
己
の
歴
史
的
使
命
を
実
現
す
る
に
あ
た
り
、
彼
等
の
援
助
を
必
要
と
す
る
．
そ
れ
ゆ
え
に
、
ス
タ
ー
リ
ン
が
「
こ
の
権
力
、
こ
の
一
つ

の
階
級
の
権
力
は
、
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
階
級
と
小
ブ
ル
ジ
ョ
ア
諸
階
級
の
勤
労
大
衆
、
な
に
よ
り
も
第
…
に
勤
労
農
民
大
衆
と
の
あ
い
だ
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ
　
ぼ
り

特
殊
な
形
態
の
同
盟
に
よ
っ
て
、
は
じ
め
て
確
立
さ
れ
、
撤
底
的
に
遂
行
さ
れ
う
る
の
で
あ
る
、
」
と
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、
プ
ロ
レ
タ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
も
　
　
ヘ
　
　
ヘ

リ
ア
独
裁
は
、
広
汎
な
階
級
的
同
W
に
、
労
農
同
W
に
基
礎
を
お
く
、
人
民
の
権
力
と
な
る
。
し
か
し
、
非
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
勤
労
者
、
小
．

ブ
ル
ジ
ョ
ア
階
級
は
そ
の
階
級
的
性
楕
に
お
い
て
動
揺
的
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
に
、
こ
の
同
盟
に
お
け
る
指
導
役
割
は
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
．

ト
の
側
に
あ
ら
ね
ば
な
ら
な
い
、
レ
ー
ニ
ン
は
、
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
が
指
導
的
役
割
を
も
つ
、
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
と
農
民
と
の
同
盟

を
、
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
独
裁
の
最
高
の
．
腺
川
と
規
定
し
た
・
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
独
裁
の
核
心
は
、
階
級
約
対
凱
が
内
在
す
る
社
会
の
礼
会
⊥
茜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

的
再
編
、
以
の
過
程
に
お
け
る
労
働
者
階
級
の
指
導
に
在
す
る
、

　
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
i
一
の
権
力
の
歴
史
約
役
割
は
、
社
会
⊥
義
通
達
を
完
遂
す
る
こ
と
に
存
す
．
る
。
そ
ω
た
め
に
課
せ
ら
れ
る
最
初
の
歴



　
史
．
的
任
務
は
、
資
本
主
義
の
復
活
を
企
渇
す
る
搾
取
階
級
の
反
抗
の
抑
圧
で
あ
る
。
搾
取
制
社
会
を
社
会
主
義
的
に
変
革
す
る
た
め
に
，

　
　
は
、
労
働
者
階
級
は
、
第
一
に
彼
に
敵
対
的
な
階
級
を
抑
圧
し
、
絶
滅
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
れ
ゆ
え
に
、
レ
ト
ニ
ン
が
述
べ
る
よ
．
”

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

　
　
う
に
、
　
「
独
裁
の
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
標
識
、
独
裁
の
必
須
の
条
件
は
、
階
級
と
し
て
の
搾
取
者
を
暴
力
的
に
抑
圧
す
る
こ
と
で
あ
．

　
都
叱
）
」
コ
シ
ソ
ィ
ン
の
い
う
よ
う
に
、
搾
取
階
級
の
存
在
こ
そ
が
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
独
裁
を
必
要
と
す
る
第
一
の
条
件
で
あ
る
。
プ
ロ
レ
タ

　
　
リ
ア
独
裁
の
強
制
的
側
面
を
強
調
し
て
レ
ー
ニ
ン
は
つ
ぎ
の
よ
う
に
述
べ
る
。
　
「
独
裁
と
い
う
科
学
的
概
念
は
、
な
に
も
の
に
も
制
限
さ

　
　
れ
な
い
、
ど
ん
な
法
律
に
よ
っ
て
も
、
絶
対
に
ど
ん
な
規
則
に
よ
っ
て
も
束
縛
さ
れ
な
い
、
直
接
暴
力
に
依
拠
す
る
権
力
以
外
の
な
に
も

　
　
の
も
意
味
し
な
い
。
航
）
」
「
こ
の
権
力
は
・
だ
れ
か
「
り
粟
す
る
も
の
に
せ
よ
、
他
の
鼻
髭
か
も
、
蒙
寧
法
律
も
、
熱
い
窺
範

　
　
も
み
と
め
て
い
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
無
制
限
の
、
法
律
外
の
、
も
っ
と
も
直
接
的
な
意
味
で
の
力
を
よ
り
ど
こ
ろ
と
し
た
権
力
、
こ

　
　
れ
こ
そ
独
裁
で
あ
獣
」
す
な
わ
ち
・
プ
・
レ
タ
リ
ア
ー
の
革
命
権
力
は
、
彼
に
敵
対
す
る
叢
階
級
の
権
力
と
そ
の
意
思
た
る
法
律

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ニ
　
　

　
　
規
範
か
ら
猫
か
た
る
べ
き
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
ヴ
ィ
シ
ソ
ス
キ
ー
の
い
う
よ
う
に
、
自
己
の
制
定
す
る
法
律
の
み
に
は
服
従
す
る
。
そ
れ
、

　
　
で
は
・
．
こ
の
権
力
が
依
拠
す
る
と
こ
ろ
の
力
の
根
源
す
る
も
の
は
な
に
か
。
レ
ー
ニ
ン
は
こ
う
説
明
す
る
。
　
「
そ
れ
で
は
こ
の
力
は
、
一

　
　
体
な
に
を
よ
り
ど
こ
ろ
と
し
て
い
た
の
が
？
そ
れ
は
人
民
大
衆
を
よ
り
ど
こ
ろ
ど
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
ま
さ
に
、
旧
権
力
の
あ
ら
ゆ
る
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ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヵ

　
　
従
来
の
機
関
と
、
、
．
こ
の
新
し
い
権
力
ど
の
基
本
的
な
相
遼
で
あ
る
。
・
…
…
…
：
こ
れ
が
、
革
命
的
人
民
の
独
裁
と
、
人
民
に
．
た
い
す
る
独
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裁
と
．
の
相
違
で
あ
る
。
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
9
5
．

　
　
　
そ
れ
ゆ
え
に
、
プ
・
レ
ダ
リ
τ
よ
独
裁
は
、
プ
ロ
レ
タ
リ
τ
あ
ブ
ル
ジ
。
ア
ジ
乏
た
い
す
る
新
し
い
形
態
に
お
け
る
階
級
睨

闘
争
の
難
と
雛
さ
毒
し
た
が
．
て
、
階
級
と
し
て
の
叢
者
の
絶
滅
は
、
社
会
漉
紙
誰
た
い
す
る
笙
の
阻
止
的
要
因
の
脚



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
つ
コ
ゆ
り

　
　
が
絶
滅
さ
れ
た
と
き
、
　
「
階
下
の
廃
絶
は
、
階
級
闘
争
の
鎮
静
に
よ
っ
て
で
な
く
、
そ
の
鹸
化
に
よ
っ
て
達
成
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
．
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ
左
v
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
9
6
．

説論
と
い
う
誤
．
た
方
式
を
提
起
詣
％
る
。
ま
キ
、
し
－
、
シ
ェ
ン
ド
夢
が
批
判
す
る
考
に
、
階
級
闘
争
の
激
化
は
、
難
的
な
階
級
の
伽

　
・
存
在
に
よ
っ
て
の
み
可
能
と
な
る
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
2
9

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ド

　
　
　
し
か
し
な
が
ら
、
搾
取
階
級
に
た
い
す
．
る
暴
力
、
強
制
の
機
能
は
、
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
独
裁
の
特
徴
を
な
す
と
は
い
え
、
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
（

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
2
9
い

　
　
独
裁
の
基
本
的
内
容
を
な
す
も
の
で
は
な
い
．
そ
れ
ら
は
、
社
会
主
義
の
建
設
に
と
っ
て
阻
止
的
．
要
因
と
な
る
敵
対
的
な
階
級
的
矛
盾
を

　
　
除
く
た
め
の
必
須
の
措
置
と
し
て
意
義
を
も
つ
。
そ
れ
ゆ
え
に
、
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
独
裁
の
本
質
は
社
会
主
義
の
建
設
に
存
す
る
。
レ
ー
ニ

　
　
ン
は
、
　
「
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
独
裁
の
本
質
は
、
暴
力
一
つ
に
あ
る
の
で
も
な
け
れ
ば
、
主
と
し
て
暴
力
に
あ
る
の
で
も
な
い
。
プ
ロ
レ
タ
リ

　
　
ァ
独
裁
の
主
要
な
本
質
は
、
勤
労
者
の
先
進
部
隊
、
そ
の
前
衛
、
そ
の
唯
一
の
指
導
者
で
あ
．
る
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
の
組
織
性
と
規
律
と

　
　
に
あ
る
、
」
と
述
べ
て
い
る
、
す
な
わ
ち
．
、
レ
ー
ニ
ン
は
、
搾
取
者
の
反
抗
に
た
い
す
る
暴
力
を
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
独
裁
の
、
不
可
欠
の
機
能

　
　
と
し
て
認
め
つ
つ
も
、
こ
の
暴
力
の
源
泉
を
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
の
節
織
性
と
社
会
主
義
無
規
律
に
も
と
め
た
．
し
た
が
っ
て
、
プ
ロ
レ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ

　
　
タ
リ
ア
ー
ト
の
独
裁
的
権
力
は
、
た
ん
な
る
暴
力
で
な
く
、
労
働
者
階
級
の
高
度
の
組
織
性
と
規
律
と
に
支
え
ら
れ
た
、
理
性
的
な
力
で

　
　
あ
り
、
か
つ
そ
れ
ゆ
え
に
こ
そ
、
非
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
勤
労
大
衆
に
た
い
し
て
指
導
性
を
も
ち
う
る
の
で
あ
る
．

　
　
　
こ
の
よ
う
に
み
る
と
き
、
ブ
．
ロ
レ
タ
リ
ア
独
裁
の
第
二
の
重
要
な
任
務
は
、
非
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
勤
労
諸
階
級
の
小
ブ
．
ル
ジ
ョ
ア
的
性
質

　
　
を
改
造
し
、
彼
等
を
社
会
⊥
義
の
方
向
に
指
導
す
る
こ
と
に
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
指
導
関
心
の
う
ち
に
ひ
そ
む
階
級
問
の
対
立
の
存
在

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
コ
ヒ
ベ
　

　
　
が
、
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
独
裁
を
必
要
と
す
る
第
二
の
条
件
と
な
る
。
こ
れ
ら
の
階
級
は
、
深
刻
な
社
会
的
変
革
に
際
し
て
m
慣
習
、
伝
統
に

　
　
固
執
し
、
動
揺
し
、
ま
た
消
極
的
な
低
抗
を
示
す
が
、
し
か
し
、
そ
の
階
級
的
性
格
に
お
い
て
は
、
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
に
た
い
し
て
敵

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

　
　
対
的
で
は
な
い
。
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ー
の
彼
等
に
た
い
す
る
指
導
は
、
こ
の
動
揺
と
抵
抗
の
克
服
と
い
う
意
味
に
お
い
て
一
つ
の
階
級
闘

　
　
争
と
し
て
規
．
定
さ
れ
る
が
、
そ
の
特
質
は
、
同
盟
者
の
あ
い
だ
の
関
係
、
す
な
わ
ち
非
敵
対
的
．
丁
盾
の
止
揚
の
関
係
と
し
て
把
握
さ
れ
ね
－



　
　
　
　
　
　
ニ
ん
ワ

　
ば
な
ら
な
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

　
　
そ
れ
で
は
、
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
に
よ
る
勤
労
大
衆
の
指
導
に
は
な
ぜ
権
力
を
必
要
と
す
る
で
あ
ろ
う
か
。
第
一
に
、
搾
取
階
級
の
反

　
抗
を
抑
制
す
る
威
力
を
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
が
示
さ
な
い
で
は
、
動
揺
せ
る
小
ブ
ル
ジ
ョ
ア
諸
階
級
を
彼
の
側
に
引
寄
せ
る
こ
と
は
で
き

　
な
い
。
第
二
に
、
し
か
し
、
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
の
権
力
は
た
ん
な
る
強
力
で
は
な
く
し
て
、
彼
の
社
会
主
義
的
規
律
に
支
え
ら
れ
た
、

　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

　
　
正
理
の
権
威
た
ら
ね
ば
な
ら
な
い
。
レ
ー
ニ
ン
の
述
べ
る
と
こ
ろ
を
示
そ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
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「
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
が
農
民
を
、
一
般
に
す
べ
て
の
小
ブ
ル
ジ
ョ
ア
層
を
ひ
き
い
て
す
す
む
た
め
に
は
、
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
の
独
，

　
裁
が
、
一
階
級
の
権
力
が
、
こ
の
階
級
の
組
織
性
と
規
律
の
力
が
、
資
本
主
義
の
文
化
、
科
学
、
技
術
の
い
っ
さ
い
の
達
成
に
立
脚
す
る

　
　
彼
ら
の
集
中
さ
れ
た
威
力
が
、
あ
ら
ゆ
る
勤
労
者
の
心
理
へ
の
彼
ら
の
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
的
な
身
近
さ
が
、
分
散
し
た
、
お
く
れ
た
、
政
治

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
三
〇
〉

　
　
的
堅
固
さ
の
点
で
お
と
る
農
村
ま
た
は
小
規
模
生
産
の
勤
労
者
に
た
い
す
る
彼
ら
の
権
威
が
、
必
要
で
あ
る
。
」
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プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
に
よ
る
勤
労
者
・
小
ブ
ル
ジ
ョ
ア
層
の
指
導
の
方
法
は
、
原
則
的
に
は
説
得
に
よ
る
が
、
社
会
主
義
的
規
律
の
強

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ニ
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制
を
も
排
除
し
な
い
。
レ
ー
ニ
ン
の
「
な
に
よ
り
も
ま
つ
、
わ
れ
わ
れ
は
説
得
し
、
そ
の
あ
と
で
強
制
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
」
と
い

　
　
う
指
摘
は
、
こ
の
場
合
に
も
妥
当
す
る
。

　
　
　
一
九
三
六
年
、
ソ
同
盟
に
お
い
て
社
会
主
義
の
基
礎
が
建
設
さ
れ
、
搾
取
階
級
は
都
市
・
農
村
に
お
い
て
一
掃
さ
れ
、
非
プ
ロ
レ
タ
リ

　
　
ア
勤
労
諸
階
級
の
う
ち
で
も
っ
と
も
主
要
な
階
級
た
る
農
民
が
コ
ル
ホ
ー
ズ
農
民
に
転
化
し
、
そ
れ
に
よ
っ
て
労
働
者
と
農
民
と
が
相
互

　
　
友
好
的
な
社
会
主
義
的
階
級
に
成
長
し
た
と
き
、
ソ
同
盟
新
憲
法
は
な
お
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
独
裁
の
条
項
を
か
か
げ
た
。
そ
れ
は
、
憲
法
草

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
三
二
）

　
　
案
の
説
明
に
て
ス
タ
ー
リ
ン
が
述
べ
て
い
る
よ
う
な
、
た
ん
に
指
導
権
が
労
働
者
階
級
の
側
に
あ
る
と
い
う
こ
と
で
な
く
、
コ
ル
ホ
ー
ズ

説　
　
農
民
が
ま
だ
往
時
の
私
有
者
的
心
理
、
伝
統
、
孤
立
性
・
閉
鎖
性
と
い
う
小
ブ
ル
ジ
ョ
ア
性
格
を
完
全
に
脱
却
し
て
い
な
か
っ
た
こ
と
に

論
　
　
　
　
　
　
　
（
三
三
）

　
　
よ
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
に
、
社
会
主
義
の
「
完
全
な
最
終
的
な
建
設
」
に
よ
っ
て
、
ソ
ヴ
ェ
ト
国
民
の
政
治
的
・
精
神
的
統
一
が
形
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のア
時独

には
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で史
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論説
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レ
ー
ニ
ン
全
集
、
三
二
巻
、
四
六
六
頁
。

レ
ー
ニ
ン
全
集
、
二
八
巻
、
二
三
五
頁
。

レ
ー
ニ
ン
・
生
魯
朱
、
三
一
巻
、
三
二
六
．
頁
Q

レ
ー
ニ
ン
全
集
、
三
一
巻
、
三
二
四
皿
頁
Q

ヴ
ィ
シ
ン
ス
キ
i
、
前
掲
書
、
三
六
一
一
三
六
二
頁
Q

レ
ー
ニ
ン
全
集
、
三
一
巻
、
三
二
四
頁
リ

レ
ー
ニ
ン
全
集
、
二
九
巻
、
三
五
〇
頁
。

コ
シ
ソ
ィ
ン
「
ソ
ヴ
ェ
ト
社
会
主
義
国
家
の
発
展
の
基
本
的
段
階
に
つ
い
て
」
、
二
八
頁
。

ス
タ
ー
リ
ン
、
前
掲
書
、
四
二
九
頁
り

「
個
人
崇
拝
の
克
服
お
よ
び
そ
の
結
果
に
つ
い
て
」
、
　
「
ソ
同
盟
共
産
党
決
定
集
」
、
4
、
二
二
九
頁
。

シ
ェ
ン
ド
リ
ク
、
上
掲
書
、
二
六
頁
。

レ
ー
ニ
ン
全
集
、
二
九
巻
、
三
五
八
頁
。

コ
シ
ソ
ィ
ン
「
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
独
裁
の
歴
史
的
役
割
」
、
三
三
頁
。

シ
エ
ン
ド
リ
ク
、
上
掲
書
、
一
三
頁
。

レ
ー
ニ
ン
全
集
、
二
九
巻
、
三
五
九
頁
。

レ
ー
ニ
ン
全
集
、
三
二
巻
、
一
八
九
頁
。

「
哲
学
の
諸
問
題
」
誌
、
一
九
六
二
年
第
八
号
、
一
五
七
頁
、
レ
ペ
シ
ュ
キ
ン
の
見
解
参
照
。

コ
シ
ツ
ィ
ン
「
ソ
ヴ
ェ
ト
社
会
主
義
国
家
の
発
展
の
基
本
的
段
階
に
つ
、
い
て
」
、
二
八
頁
。
シ
ェ
ン
ド
リ
ク
、
前
掲
書
、
二
五
頁
。

シ
ェ
ン
ド
リ
ク
、
二
八
頁
。
　
「
哲
学
の
諸
問
題
」
誌
八
号
、
・
一
五
六
頁
、
チ
ェ
ス
ノ
コ
フ
の
見
解
参
照
。
フ
ル
シ
チ
ョ
フ
、
ソ
同
盟
共
産
党
第

29　（1●299）　299



論説

　
一
　

」
．
1
　
●
．
．
、
＼
．
へ
H
ほ
∴
i
、

一
…

∵
「
ド
」
フ
／
／
エ
寺
ザ
囚
レ

邦
訳
　、

匹
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